
 毫 濁 演 習 林 産

規那樹ノ分類 ト染色燈歎

 副 手 松 本 賢 三



    皇潜演習林産規那樹ノ分類 ト染色燈藪

            目    次

緒    論                              63

第一、Cinchona屡 ノ分類                      63

第二、壼湾演習林産規那樹2種 ト雑種ノ分類              65

第三、核學的研究                             66

  1 材料及ピ研究方法                        67

  2 観察結,果                             68

引 用 文 獣

附   圖



                緒    論

 規那樹ハ茜草科二屡 スル植物デ、其 ノ樹皮 ヨリ土ニー ネヲ製 スルヲ以 テ、本科 ノヨLニヒー樹 ト共

二重観 セラルルモノデアル。Weddell, Kuntze及 ビHowardノ 諸氏ハ規那樹 ノ分類 ヲ研究 シタ人

hデ 氏等 ニヨリ多クノ種 ガ報告サレテ居ル。規那樹種間 ノ種々ナル雑種 二就 テハ從來 ヒプリダ ト樗

スルノミデ詳細ノ記載ハナイ。叉規那樹 ノ核學的 ノ研究モ現在獲表 サレタモノハナイ。

 筆者ハ京都帝國大學藍湾演習林内サクシルプラp27、 ヒブリダ匿26號 及 ビレドゲリアナr25號

造林地 二栽培 サレテ居ル規那樹(Cinchona Ledgeriana, C. succirubra及 ピ爾者 ノ雑種)二就 キ昭和

7年12月 中旬 ヨリ約3ケ 月 二亙 ツテ圭 トシテ雑種 ノ分類並 ビニ核學的 ノ研究 ヲ試 ミタ。依 ツテ此虚二

其 ノ研究結果ヲ報告 スルモノデアル。

 爾本研究ハ林墨教室沼田教授 ノ依囑 二依 リ行 ツタモノデ終始御懇篤 ナル御指導 ヲ賜 リタル沼田教

授及ピ農林生物學教室木原教授二封 シテ深 ク感謝 ノ意ヲ表 ス。併 セテ材料探集 二就 キ原産地 二於 テ

種々御援助下 サツタ京都帝國大學演習林井上技手 二感謝 ス。

             第 一 Cinchona属 ノ 分 類

 Cinchona屠 ハEngler及 ピPrantl爾 氏 二從 ヘバRubiaceae(茜 草 科)中 ノCinclionoideae-Ciach

oninae-Cinchonas二 屡 シ約30-40種 ヲ含 ム。本屡一般 二就 テノ形 態的特徴 ハ、 胎座 ハ隔壁 二澄 ツテ

附着 シ、葉ハ草状(Kra,utig)、3Cハ 革 質(lederig)デ 、 漆蝋 ヲ有 シテ居 ナイ。萌 ハ壁 二滑 ヒ下方 ヨ

リ上方 二裂 開 スル。例 ヘバCinchona屡 二近縁 ナルReniija屡 ト比較 スルニ此 ノ屡 デハ萌 ガ上方 ヨ

リ下方 二向 ツテ裂開 スル。

 Hooker及 ピJackson爾 茂 ノIndex Kewensisニ ハ 本局 二200種 程 ノ種名 ガ學 ゲ テアル ガ、其 ノ申

攣更 サル ルモ ノ、同一種 トナル モノ等 ア リテ、大髄60種 位 含 ンデ居ル。然 シ乍 ラ實際 昌於 テハ大約

30種 程 度 ガー番確實 デア リ、其 レニ雑種 或ハ品種 ガ附加 サ レルノデア ラウ。南印度Nilgherrisノ 規

那 植栽地 ノ嘗 テ監督 者デ アツタM.A. Lawson氏 ハ1886年 五〇聾don二 開 催 サ レタ(;olonial aad

Indian Exhibition二 就 テノ記 事 中二於 テ規那樹 ノ重要 ナルモ ノ トシテハ14種 ヲ 象ゲ テ居 ル。併 シ乍

ラA.Groo㎞oπ 氏 ノ著 書 昌依 レパ現在ハ研究 ノ結果C. Ledgeriana及 ピC. succkubra/2種 ガ

重観 セ ラルル モノデ共 ノ他ハ歴史的興 味ヲ有 スル ノミデ アル。
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 属 以 下 ノ分 類 二就 テ ハ ー 般 二Weddell, Knntze及e'Howardノ 諸 專 問 家 ノ分 類 方 法 二從 フ モ ノ

ガ 多 イ 。Howard氏 ハ38種 記 載 シ テ 居 ル ガ 、 其 ノ後 種 々 二塘 減 ア リ 、 之 ヲ Weddell氏 ハ 其 ノ 著

Note sur les Quinyuinas中=n33種 ヲ 畢 ゲ18種 ノ外 ノ モ ノ ハ 亜 種 二 編 入 シ テ 居 ル 。 叉 氏 ハ 全 艦 ヲ

次 ノ5個 ノ種(Stirps)二 分 類 シ タ 。 即 チ1).Stirps Cinchona o伍clnalis,2). Stirps Cinchonae ragosae,

3).Strps Cincaonae micranthae, 4). Stirps Cinchonae Calysayae, 5)・Stirps Cinchonae ovatae /

5Stirpsデ ア ル 。 Kuntze氏 ハ4種 類 二規 那 樹 ヲ分 チ 、 多 ク ノ モ ノ ヲ雑 種 二 取 扱 ヅ タ 。

 斯 ノ様 二屡 以 下 二於 テハ 諸 專 問 家 モ其 ノ分 類 方 法 ヲ シ テ居 ル ガ 、 今(ロ)試二Howard及 ビWeddell

爾 氏 ノ分 類 方 法 ヲ組 合 シ其 ノ 中 間 ヲ 取 レバ 次 ノ表 二 見 ラ レル 。

 Section  I Officinalis C. officinalis Linn. C. Utitusinga. Pay., C. Condaminea Howard,等

 Sect.  II Rugosae C. pl吻ensis Wedd., L. pahndiana Hov.等

 Sect. III Calisayae L. Caiisaya Wedd., L. microcarpa Wedd., L. Ledgeriana Wedd.

 Sect.  IV Ovatae  C. succirubra Pay., C. ovata Ruiz et Pay., C. cordifolia Mutis.

 Sect.  V Micranthae C. scrobiculata H. et B., C. peruviana How., C. micrantha Ruiz et

       Pav.等

 學 名 二就 テ ハ 各 研 究 者 ガ 異 ツ タ學 名 ヲ 用 フ ル タ メ他 ノ植 物 二於 テ 時h見 ラ レ ル 如 ク非 常 二複 雑 シ

テ 居 ル 檬 デ ア ル 。Cinchonaノ 名 ハ ペ ル ._Det CIRCYIOI7伯 爵 夫 人 ノ 名 ヨ リ取 ツ タ モ ノ デ ア ラ ウ

ガ 、M. M La Condamine氏 ガCajanumaヨ リ Linnaeus氏 二7付 シ タ規 那 ノ標 本 二1742年 氏 ガ

Cinchona L.ト 記 載 シ タ ノ ガ 属 名 ノ最 初 デ ア ノレ。 種 名 ト シ テ ハ1753年C. officinalis L.ト シ タ ノ ガ 最

初 デ ア ル 。

 C。1.edgerianaノ 學 名 ハ 、 其 ノ最 初 ノ探 集 者Charles Ledger氏 二 出 タ モ ノ デ ア ル ガ 、 C・Ledg

eriana Moens.ト ス ル モ ノ 、Calisaya Wedd, var. Ledgeriana Moens.或 ハHow.ト シ テ攣 種 昌 入v

ル モ ノ等 ア リ テ ー 様 デ ハ ナ イ。 併 シ乍 ラ本 報 告 二於 テ ハ 以 下 種 ト シ テ取 扱 ヒLedgerlana Moensヲ

用 フル ヲ適 當 ト信 ズ 。

 聯 種 二 就 テ ノ記 録 ハ 詳 細 二記 述 サ レ タ モ ノ ガ 殆 ド見 ラ レナ イ 。 併 シ乍 ラ、 多 ク ノ研 究 者 ノ 結 果 ヲ

綜 合 スノL二 規 那 樹 バ ー 般 二其 ノ種 間 二 於 テハ 人 工 交 雑 モ 容 易 デ ナ リ 、 叉 自 然 交 雑 モ屡 起 ル故 二 非 常

昌雑 種 ヲ作 ル 事 ガ多 イ 。

 又 攣 異 ノ 範 園 モ 大 キ ク 、例 ヘ バC.oflicinalisヨ リ挿 木 二依 リ テ層 殖 サ レ タ ル モ ノ ノ 間 ニ ハoflici-

nalis, con daminea, uristinaa等 ノ形 態 ヲ持 ツ モ ノ ガ 生 ジ タ事 ガ 報 告 サ レ テ居 ル
。 此 ノ事 實 ヲ 如 何 程 信
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ズペキカバ此虚二断言ハ出來 ナイガ、挿木二依 リテモ相當 ノ攣異ガ生ズルノニ比スレバ況 ンヤ種子

ヨリ生 ジタル子孫 二於 テハ自然交雑 ノ結果 二依ルカ、非常 二廣イ攣異 ヲ示 スハ當然 ト思ハ レル。此

ノ窯 ヨリスレバ種 ヲ決定スルハ非常 二困難 デアリ、此 レ迄種名 ノ攣更或ハ同一 トサレタ事ノ多 キモ

想像 二困難デハナイ。,:林 二於テモ.サクシル塑 匪 ニハ殆 ド見 ラレナカツタガ レドゲ リアナ匹二

於 テハ多 クノ雑種 ト思バ レルモノガ混在 シテ居 タ。

        第 二  蚕≡≡≡湾 演 習 林 産 規 那 樹2種 ト雑 種 ノ分 類

 本 演 習林 二栽培 セラレテ居 ル規那樹 ハ未 ダ樹齢3年 程 ナ レバ形態的 ノ特徴 ヲ充分獲現 シテ居 ル モ

ノハ少 イ。本演習林 ノ規那樹 ハ東 京帝國大學演習林栽培 ノ瓜畦 産規那樹 ヨリ種 子 二依 ツテ壌殖 サ レ

タモ ノデ、其 ノ種類ハC.succirubra, C. Ledgeriana及 ビhybridaト 構 スル爾者 ノ雑種 ノ3種 類 デ

アル。雑 種ハ其 ノ起原 ガ人工交配 二依 ツタモノカ叉ハ 自然交配 二依 ツタモノカ不明 デ アル。

 一 般 二種 々 ナ規那樹 ノ種 間 ノ雑種 ハ雨親 ノ特長 ヲ著 シク獲現 シ、叉其 ノ成分 二於 テモ興味 アル揚

合 ガ アル ノデ(Groothoff;32頁)之 ヲ形態學上 ヨ リ次 ノ如 クa, Q,γ,及 ピ δ,ノ4型 二分類 シタ。

分類的基礎 ニ シタモノハ主 トシテ葉形 二在 ル ク レドモ、葉色 、毛茸 ノ有無 、樹冠 、樹幹 ノ形態等 モ

夫 々特異 ナモ ノガ アル カ ラ充分 参酌 シタ。P.前 述 ノ如 ク雑 種 ノ分類 二就 テハA後 充分生 育 シタ時 二

或 ハ攣 化 スルモ ノアル ヤモ知 レナイ。

 Cinchona snecirnbra Pav.(爲 眞1、 第1圖 及 ビ郷 圖9)

 樹 皮 ハ赤皮 ト稽 セ ラレル種 デ、 樹 幹ハ太 イ直幹 デ アル。 下枝 ハ生長 ト共 二枯落 チル。 枝 ハ稽 々

柔 軟 デ樹冠ハ圓 キ ピラミツ ド歌 、花 ハ花辮 ノ中部 二向 ヒ美麗 ナ薄薔薇 色 ヲ表 ハ シ花辮 ノ縁 二向 ヒ毛

茸 ヲ持 ツテ居 テ芳香 ガ アル。募 ニハ毛小 ク實 ハ梢 々 コツプ歌 デ長形 ノ萌 トナル。生長 旺盛 デ葉ハ 圓

形 二近 イ卵形 、支脈間 デハ髪 トナ リ葉縁 二於 テ波欣 ヲ呈 シテ居 ル。葉脈 特 二主脈 ノ下面 ニハ毛茸 ガ

アツテ、黄 緑色 、光澤 ヲ有 シテ居ル。葉質薄 ク葉 ノ大 サバ李均約22×16c(くめ)m

 雑 種 α(爲 眞2、 第3圖1～8,11)

 全 貌 ハC.succirubra ト殆 ド等 シク花ハ芳香 ヲ持 ツモノモ アツテ、 薄薔薇 色 ナ レ ド殆 ド白色 二

   t)任 意 昌探集シタ30枚 ノ葉 ノ雫均値、 街樹齢 ト共昌モツh大Fナ リ、C・succirubra昌 於 テ

     ・・約5。 ×30cm位 昌モ達 スル。



近 イ。葉 質薄 ク髪 ガ有 ルケ レド著 シクナイ。 色 ハ深緑 二近 ク光澤 ハ稽 々少 シ。 葉形ハC.Si1CC1-

rubs二 似 テ居 ル ガ先端 ・・鋭 イ。大 サバ約20×12cm。

 0β(寓 眞5、 第3圏12)

 CsaccirubraトL. Ledgerianaト ノ1E二 中 間 二位 シ、全貌ハ前者 二近 イ。生長 モ旺盛 ナモノデ ア

ル。花色ハ薄薔薇色 ヨリ白色 二亙 リ、芳香 ヲ有 スル モノモアル。葉 ノ色澤 ハ雑種Q二 梢 々等 シク

髪ハ殆 ド見 ラ レズ、尖端 ハ鋭 ク大 サバ約22×7cm。

 難 種 γ(窟 眞4、 第3圖13)

 C・Ledgerianaノ 生長 旺盛 デ,`Ef:麗ナ樹冠 ヲ有 スルモ ノニ類 ス。 4Lノ 幅 廣 ク長 サC・Ledgeriana

ト等 シク、大 サ約11×4Cm。

 剰罐璽 δ (寓眞5、 3蒔5圓14)

 樹 ハ 稽々紡錘形 ノ樹冠 ヲ持 チ、花ハ租 々薄薔薇色 ノモ ノモア リ、芳 香 ヲ持 ツ。花辮 ニハ毛茸 ガ ア

ツテ實ハ長 卵形 ノ萌 トナル。葉質 ハ梢 々厚 ク光澤ハ乏 シク深緑色 デ アル。葉形ハ長騰 圓形 デ大 サバ

系勺10×5cmo

 C,Ledgeriana Moms.傭 眞1、 第2圏 及 ビ第3圖10)

 樹 皮 ハ黄皮3Cハ レツヂ ヤー皮 ト稻 セラルル モノデ樹冠 ハ梢h紡 錘 形 、樹勢貧 弱、全睡 的 二織 細 デ

アル。花 ハ白色叉ハ稽 々有色 デ芳香 ヲ有 シテ居 ル。花辮 ニハ毛茸 ヲ縁 二向 ツテ有 シ、實ハ長 卵形 ノ

朔 トナル。葉 ハ長欄 圓形 、葉質厚 ク天鷲絨 歌 デ アル。光澤 乏 シク深緑 色 、 大 サバ約11×3cm。

              第 三 核 學 的 研 究

 規 那樹 ノ核學的研究 ハ今 日迄 何等 獲表 サ レタモ ノガ無 イ。今試 二茜草科(Rubiaceae)二 屡 スル植

物 ノ染色罷 数 ヲ畢 レバ次表 ノ如 ク非常 二少 ク共 ノ数ハ 瞳々デ ァル。

 Rubiaceae

   Honstonia caelurea    t6         Stevens

   Coffey arabica          8      z 6    von Faber

   C. liberica                   8         t6               

   Cracianella gi】anica        lo                工a◎yd
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   C.Macrostachya    io         

   Asperula cynanchia   iz         

     (Tischler 1927年 及 ピGaiser 1930年 昌俵ル)

本 研究ハ主 トシテ染 色艦数 ヲ決定 スルニ アツテ、筒之 二依 リ規那樹 ノ分類上何等 カノ指針 ヲ與 ヘ

ルモ ノデハ ナイ カr試 ミタモノデ アル。

               1,材 料 及 ビ研 究 方 法

 用 ヒタ材料 ハ銑 二記載 シタCinchona I,edgeriana, C・succirubra及 ピ爾者 ノ雑 種Q,β,γ,及 ピ δ

ノ6種 類 デ、其等 ノ蕾芽 及 ビ根端 ハ造林 地 二育 成 サ レテ居 ルモ ノヨリ直接 昌探集 シタ。一般 昌大樹

木 ノ根端 ハ探 取困難 デ アリ、且 ツ叉他 ノ植 物 ノ根端 ト混合 スル患 ア レバ豫備 トシテ苗圃 ニ アル挿木

ノ根端 ヲモ利用 シタ。挿木 ノ根端 ハ探 取ハ容易 デ アルガ、其 ノ種類 ヲ混 同 スル揚 合 ガ アルカ ラ之ハ

唯 ダ参考 トシタノ ミデアル。蕾 芽ハ之 ヲ充分探集 出來 ナカツタ。例 ヘバC.Ledgerianaノ 如 キハ全

造林地 ノ中僅 二試験 二供 シタ レドゲ リアナ医25號 造 林地 内 ノ2本 ガ蕾 芽 ヲ着 クテ居 タ ノミデ アル。

然 モ其 ノ中 ノ1本 ハ既 二若 イ ナガ ラ結 實 シテ居 リ、他 ノ1本 モ殆 ド之 二近 ク稜育 シテ居 ツテ其 ノ数ハ

極 メテ少 カ ツタ。其 レ故花粉母細胞 ノ成熟分裂 ノ方面ハ全部 之 ヲ行 フ事ハ 出來 ナ カツタ。

 根 端 モ蕾芽 モ共 昌パ ラフィン切片法 二依 リブ レパ ラー ト昌 シタ。

 固定液 ハ始 テデ アル爲 メー般的 二用 フル次 ノ2液 ヲ使 用 シタ。

一 岸1 ;;;

   N。。。,ch、。氏液A∫1%ク ゜一ム酸   1°C.C.

           泳 酷 酸     1c.c.

          B.フ オル マ リン         4c.c.

 Carnoy氏 液 ハ蕾芽 二使用 シ固定時間30～40分 ノ後普通 二95%ア ル コホル ヨ リ順次70%ア ル コホ

ル ニ下 シテ貯藏 シタ。之 ノ結果 ハ最良 トハ云ヘ ナイ。

 Nawaschin氏 液 ハA, Bヲ 固 定直前 二混合 シテ根端 ノ固定 二用 ヒタ。 固定時聞5時 聞 ノ後 水洗 ス

ル不便 ヲ除 キ直 二30%ア ル コホ ル ヲ以 テ3圓 程洗 ヒ順次%ヲ 上ゲ テ70%ア ル コホ ル ニ貯藏 シタ。之

ノ固定ハ相 當良 イ結果 ヲ得 タ。

 尚 根端 二於 テモ其 ノ結果 ヲ豫想 出來 ナカツタ爲 メ此 ノ外La Cour氏"2Bd"液 ヲ僅 カナガ ラ試



ミタ。

            1%ク ロー ム酸      100c.c.

    La Conr氏   1%重 クu^ム 酸 加里   goo.c.

    ``aBda液    2%才 ス ミウム酸         30c.c.

            5% 酷   酸      30c.c.

            サ ポ ニ  ン        0.1gr.

此 ノ液 昌根端 ヲ24時 間 固定 シ後 水洗2塒 問 ニシテ アル コホ ル ノSeries二 移 シタノデ アルガ、結果

ハ良 クナカ ツタ。多分液 ハ内容 ノ攣 化及e不 充分 ナル水洗 二影響 サ レタ爲 メデ ア ラウ。

 染 色 ハHaidenhein氏 ノHaematoxylin法 二依 ツタ。)¥ラ フィン切片 ハ厚 サ ヲ次 ノ檬 ニ シタ。

    蕾   芽    10μ

   根   端    8μ 叉 ハ10μ

以 上 ノ外Acet(》carmine二 依 ルSmear法 ヲ併用 シタ。 コ レ・・70%ア ル コホル ニ野藏 サ レタ材料

ヲ研究 スノL便 利 デ アツタ。結果 ハ相當 良 カツタガ染 色膿 ガ小 サイ タメ詳細 ノ決定 ハ ヤハ リパ ラフ

ィン切片法 ノプ レパ ラー トニ依 ッタ。

               2,槻 察 結 果

観察 シ得 タ規那樹 ノ染色饅歎 ヲ學 ゲル ト

                n        2n

   Cinchona succirubra                       34

   雑 種 Q        17      34

                cis

       R        17       34
                (?)

     "    γ      ,        17             34

     "  δ               31

   C.Ledgeriana.                        34

根 端 細 胞 二於 テハ表 ノ如 ク全部34箇 ノ染色艦 ヲ激 ヘル事 ガ出來 タ。 コレハ造林地 二育成 サ レテ居

   1)Tア キ ネシス及 ビ第二分裂中期昌於テ数 フ。

   2)デ アキネシス呂於テ数 フ。
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ル樹 カ ラ直接 二探 集 シタ材料 二於 テモ、叉挿木 カ ラ探 ツタ材 料 二於 テモ等 シク34デ ア ツタ事 昌ヨリ

確實 デアル。染 色艦 ノ形態ハ棒 歌(rod-shaped)ノ モ ノ最 モ多 ク、他 ハv字 形(V-shaped)或 ハJ字

形(J-shaped)ノ モ ノガ見 ラレタ。然 シ、之等 ハ其 ノ曲折部 二狭窄(Constriction)ノ 有 無 ガ明 デナイ

カラ、嚴密 ナル意味 二於 テハ、其 ノ形態 ヲ云 々スル事ハ出來 ナイ。唯 グ其 ノ間花粉母細胞 ノ中期 二

於 テモ分 ル檬 二大小 ノ差 ハ アル。又乳首(heard)或 ハ附離(Satellite)ノ 稀 二見 ラ レタ染色髄 モ ア

ッタガ其 ノ数 ハ不明 デ アル。依 ツテCinchona屡 ノ2種 及 ゼ4雑 種 ノ染色 一'11ノ間 諾ハ差 ヲ見 出 ス事

ハ 出來 ナカツタ。

 花 粉 母細胞 ノ分裂 中期(Metaphase)ハ 僅 二難種 α 二於 テ見 ラレタ。.前期(Prophase)ノ 歌 態 ハ本

研 究 ニハ省略 スルガ、 デアキネ シスニ於 テ明 二17箇 ノ双生 子(Gem ini)ガ 存 在 スルr第3圖1及 ビ2)

第3岡4ハ デ アキ ネシスノ梢 々初期 二近 イモノデアル ガ、此 ノ時期 ニハ仁(Nucleolus)ハ 比 較 的大 キ

ク、染 色膿 ヨリ良 ク染色 サ レル。然 シ乍 ラ、邊 イデァキネ シス ト思バ レル時 期 ユ於 テハ、仁 ノ形 態

ガ崩 レテ來 ル爲 メカ染色禮 トノ属別 ハ困難 ニナリ、恰度18箇 ノ 双生子 ガ 存在 スルガ如 ク見 ラレル

揚合 ガ アル。第3圖1ハ 中期 二於 ケル核板(Nuclear plate)上 ノ染色腹 デ アルガ全部梢 々角 ノアル球

形 ヲナ シテ居 ル。其 ノ数 ハ17箇 デ 、之 ヲAceto-carmine/Smear法 二依 ル モ ノデハ 四角 ナ形 ヲ

ナ シ、形態 ハ大部膨脹 シテ大 キイ(第3圖2)。 第3圖3ハ16箇 ノニ領染色榿(bivalent chromosomes>ト

2箇 ノー慣染色罷(univalent chromosomes)ガ 現 ハ レテ居 ル。 其 ノ現 バ レル瀕 度ハパ ラフィン法 二

係 ル標本 二1箇 ノ ミ現 レ、Smear法 二於 テハ皆無 デ ア〃 事 カ ラ之ハ偶然 ノ現象 デ意味ハ ナ イ ト思

♪・レル。 叉他 ノ分裂期 間、帥チ後期(Anaphase)或 ハ第二分裂 ヲ通 ジテー慣 トオボ シキモノハ1箇 モ

見 ラ レズ、全 ク正規 ナル分裂 ヲナ ス。花粉母細 胞 二於 テ染 色禮 ノ数 ヘ ラ レタモ ノハ雑種 ノ α,β 及

ビ γ ノ3雑 種 ノ ミデアツタガ他 ノC.succirubra, C. Ledgeriana及 ビ雑種 δモ當然 染色髄 ノ藪ハ相

等 シイ ト思、ノ、レルo

 之 ヲ要 スル昌以上6種 類 ノCinchona屡 ノ規那樹 ・・形態的 二2種4雑 種 二分類 ハ セ ラレル ガ核學 的

昌ハ何等差異 アル ヲ認 メル事 ハ出來 ナカ ツタ。
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